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大津市教育委員会

教育委員長 桶谷 守様

教育長 井上 佳子様

日本共産党大津市会議員団

幹事長 杉浦智子

中学校用教科書採択についての申し入れ

平素は大津市の教育に関し、ご尽力いただいておりますことに敬意を表します。

今年は来年度から使用する中学校教科書を採択する年です。今回の文科省の教科書検

定は、政府の意向に沿った記述を求めるなど、検定基準が変更されたもとで初めて行わ

れました。そのなかで、日本軍「慰安婦」を記述しようとした教科書の記述を大幅に削

除させて政府見解を書き込ませるなど見過ごせない事態が起きています。

そして検定合格した歴史や公民の教科書のなかに、歴史の事実をゆがめ、日本国憲法

を敵視しているものがあることは重大な問題です。たとえば育鵬社・自由社版の歴史教

科書では、アジア太平洋戦争を「大東亜戦争」と記載し「アジアを解放する戦争だった」

「正しい戦争だった」と書いています。

また「公民」の学習で大切なのは、日本国憲法の理念と「国民主権」「基本的人権の

尊重」「平和主義」など基本原則を学ぶことです。ところが育鵬社版では「国民主権と

天皇」とタイトルがつけられたページの国民主権の説明は短く、ほとんどが象徴として

の天皇の話です。「平和主義」のページもほとんどが自衛隊の説明であり、しかも集団

的自衛権の行使が必要で、今の憲法上でも行使が可能だと書いています。現在の国会論

議は度外視したうえ、戦争する国づくりをめざす安倍政権の政策そのものの記述です。

他社のように憲法９条の歴史的意義や、最近の国際紛争解決のための平和的・外交的

努力を紹介し、９条を生かし平和をどうつくるかを考えさせるような内容は全くなく、

武力による解決しかないような印象を与えるもので、日本国憲法の精神に反するもので

す。

さらに領土問題について特集を新設し、そこには日本政府の見解だけが詳細に記述さ

れており、相手国の主張や、なぜこのような問題が生じるのか、その背景として平和的

な解決のあり方を考えさせようとはしていません。これでは、相手国に対する憎しみの

感情だけを育てることになってしまい、近隣諸国の人々と対話したり、国際人として生

きる力を育てることができません。

教科書は、そのときどきの政府の見解を教えるために編集されるものではなく、人類

が到達した普遍的な知見や価値を、子どもの発達段階に応じて教えるために編集される

べきであると考えるものです。

よって以上のことを踏まえて、次の項目について申し入れます。
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１．侵略戦争を美化・正当化したり、日本国憲法を敵視し、憲法改悪へと誘導するよう

な教科書を採択せず、子どもたちが学びやすく、先生方が教えやすい教科書を採択して

ください。

２．子どもたちと日々深く関わり、地域や子どもの状況をよく把握しているのは先生方

です。そのような先生方の意見を尊重して、子どもたちにふさわしい教科書が選ばれる

ことは当然であり、国際的な常識でもあります。教科書の採択にあたっては、現場の先

生方の意見を尊重してください。

３．教科書の採択にあたっては、学校の先生方が十分な時間的保障のもとに、教科書の

調査研究ができるようにしてください。

４．民主的な方法で集約された保護者・市民の意見を尊重してください。

５．教科書採択の過程について、すべて情報公開してください。また、採択のための教

育委員会会議開催など広報などで広く市民に知らせるとともに、すべて公開でおこなっ

てください。教育委員会会議の傍聴は、傍聴希望者全員が傍聴できるようにしてくださ

い。

以 上


